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l．はじめに  

景気変動の分析は古くから経済の大きな問題であった。Burns Mitchell（1946）による景気変動パターン  

の分析をはじめとして、直観的な分析が数多くなされている。  

1950年，米国NationalBureau ofEconomic Research（NBER 全米経済研究所）は「景気動向指数」（  

Dj仇5ionI11dex Dlと略される）を開発し、経済企画庁も1960年から同様な手法で日本の景気動向指数  

（DI）を発表をしている。景気変動の山と谷の傾向を分析する研究は国友 直人・佐藤 整尚、刈屋  

武昭などによってなされてきている。また、DIなどのデータのサンプルパスは急激な変動のため、この  

時系列データの極値として「景気」の転換点を決定することは困難であった。このためS．Beveridgeand C．  
Nelson（1981）のARMAモデルによる研究などがある。  

我々は景気動向指数を時間に関する関数とみたとき、この景気動向曲線F（／）が滑らかな関数であると仮  

定することにより、ウエーブレット補間法が適用できる。これにより、各時点で景気動向指数の数値デー  

タと一致する景気動向指数曲線とその導関数の近似曲線を決定することができ、そのグラフの極値の時点  

を決定することにより、景気の変換点をもとめることができるであろう。   

2．モデル  

J．Morletは石油資源の探査にウェーブレット関数を導入した。Y．Meyerはこれを改良し、analysingwavelet  

関数叫（芳）を用いて次の定理を示した。   

定理（Meyer）：任意のL2（R）一関数Fはり定一プレット関数展開できる。  

（2－1）F（′）＝茅佃（2ノト斤）  

これをウェqプレット展開というが、この他にもウエーブレット展開の関数にはsupportcompact関数［1】  
など多くの関数が考えらる。   

一方、経済時系列の応用においては、各経済活動は均一一定であり、時間に関係なく各々一定割合であ  

ると仮定する。景気動向指数の基本となる波を㌫（J）は、「DI」指標における経済過程の〃個目からの波  

及効果による波であるとし、β〝 を波及効果の度合、T〃を時間遅れとすると。それをモデルに表すと  

00 （2－2）F（り＝芸β〃㌫（トT〃）  

となる。  

「景気」の基の波が他の経済活動に一定の割合で伝ばんされると仮定すると、∫，，（りはすべて同じ波形と  

みなせる。   

3．ウエーブレット補間  

〃個の時系列データ（（Jいγf）‥f＝1，2，‥・，′7トミ与えらているとき、  

（3－1） γ＝ダ（／）、′（り＝  

を満たす関数ダ，′をウエーブレット補間し、そのグラフ表示するには以下の（a－1）から（a－4）の手続  

きで行えばよい。  

（a－1） ウエーブレット関数の補正．  

（2－1）で構成したanalysing wavelet関数を次の条件を満たす【0，1】区間の関数になるように変数  

変 換する。   

i＝＜0 0‥＞1thenト，（′刊≦E  

（a－2）連立方程式の解の誤差を小さくするため、〝個の整数ノ，〟は次の条件満たすようにとる。  

（3－2）ト（2ノ巨斤】≦E  

（a－3） 与えられた〃個のデータとウエーブレット関数の値から、次の連立方程式を解き、ウエーブレッ  
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ト係数αノ，上を求める。  

（3－3）巧打由一た）：f＝l，2，…，〃  
（a－4） 近似関数のグラフ表示．  

上で求めたαノ．〟 を（2－1），（2－2）式に代入して、各′毎にダい、／（りの値を求め、グラフ表示する。  

4．結果  

図1のグラフは景気動向指数（一致系列）の期間1980年1月から1981年5月を一転破線で示し、ウエーブレ  

ット補間による関数近似した曲線を実線で示してある。図2ではウェーブレット補間による関数近似した  

曲線の一次導関数を実線で閉め示してある。   

景気が拡大しているか、後退しているかは一致系列の指標を基調として3ケ月間連続して50％を上回っ  

ているか下回っているかで判断する。しかし、景気基準日付の決定については、他の多くの経済指標を分  

析し専門家の意見も参考にして、経済企画庁の景気動向指数委員会が決定することになっている。   

そこで、以下ウェーブレット補間による分析手法を用いて「Di」時系列曲線の関数近似を行い、この  

一次導関数の極値の時点を調べると経済企画庁の景気動向指数委員会の発表した、景気基準日付の山と谷  

がおおむね一致している。  

図1景気動向指数（→致系列）と  

そのウエーブレット補間による曲線近似  

図2ウエーブレット補間による曲線近似の   

1次導関数   

簡単な分析により、景気変動の転換点に対する分析には、ウェーブレット補間法を用いた時系列解析の  

方法が有効であろう。   
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